













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































22 早稲田教育評論　第 27 巻第１号
　指導力の向上を図る職員研修等への参加として、定例の生徒指導主事主任会議（８回）、専任
生徒指導主事会議（３回）、生徒指導対策研修会に参加し、問題行動への対応について研修する
とともに、学校間の生徒指導の情報交換等に努めている。
20　北九州市立T中学校（専任生徒指導主事（加配）校）「生徒指導基本方針」p.1
21　北九州市立S中学校（専任生徒指導主事（加配）校）「生徒指導基本方針」pp.1 ～ 2
22　本研究の学校訪問インタビュー調査で生徒指導上の問題がほとんどないという中学校に出会った。
長野県千曲市立更埴西中学校である（平成24年１月27日訪問、市川文夫校長、中村勝教諭応対）。
平成23年、５年計画で事業費35億をかけて新校舎が完成した本校は、近隣に歴史的遺跡を有し地
域住民の意識が高いという背景もあり、図書館の二階は地域解放図書館として市民が自由に利用
できるようにし、校舎内部はひのきの香りが漂う木造基本の造りにした。生徒指導上の問題がほ
とんどないという実態は、ルーチィン的な学校経営をしているからではない。「相手を生きること
によって自己を生かす」という校訓のもと、教職員一丸となったきめ細かい指導体制、スポーツ、
部活への積極的な取り組みが効を奏している、とみた。
23　op.cit.,北九州市立S中学校「生徒指導基本方針」p.２を参照。
24　2011年７月８日、札幌市中学校・高等学校の聞き取り調査での札幌市立Ｙ中学校記録
25　ibid.,p.２
26　長野県千曲市中学校訪問インタビューより。平成24年１月27日。
国立教育政策研究所『不登校への対応と学校の取組について－小学校・中学校編』平成21年３月
刊、104p.
27　相馬誠一「不登校の何が問題なのか」、中野澄「不登校の完全防止に向けた小中連携による取り組
み－不登校緊急対策事業を中心に－」、「不登校を解決に導く支援のあり方を探る－教師のスクー
ルソーシャルワーク的な視点が生み出す効果的な支援」、以上、『月刊生徒指導』特集：こうすれ
ば不登校が減る、平成20年11月号、学事出版
28　北九州市立S中学校訪問インタビューより、平成22年８月３日
29　北九州市立Y中学校訪問インタビューより、平成24年３月22日
30　学業嫌いと非行の関係については、神奈川県「地域連携研究会報告書－少年を支え・守り・育て
るための提言－」神奈川県警、神奈川県教育委員会、横浜市教育委員会他、平成13年５月を参照。
神奈川県警少年・相談保護センターでは、非行や問題行動をかかえる少年に対し継続指導を実施
しているが、平成22年中に継続指導をした対象少年（中学生149名）の生活環境の調査分析を行っ
たところ、問題行動には、保護者の指導力と地域のかかわりに関連がみられた。さらに、学校
生活との関連では、「授業がわからない」が82人、「どちらともいえない」が36％、「わかる」が
31％であった。また、「授業がわからない」群は、「家出・無断外泊」、「性の逸脱行動」「家庭内
暴力」以外の問題行動で、「それ以外」の２群を上回っていた。学業が分からないと回答した少
年は、怠学、不良交友、暴力行為、窃盗、飲酒、喫煙が、学校では、遅刻、早退、授業離脱など
の問題行動が多かった。ここに、支援のひとつ（ボランティアなどによる学業支援）の手掛かり
が隠されているといえよう。
31　北九州市立某中学校では、部活の賜杯、賞状で廊下があふれんばかりであり、吹奏楽部の定期演
奏会は、美術部員、放送部員の協力のもとで、市民会館で毎年３月に開催しており、その他の活
動も含めての保護者による「学校評価」は極めて高い。地域が一丸となって中学校を支援してい
る体制づくりに成功している。当校の「学校通信」参照。
23子どもの問題行動防止と健全育成をめぐる総合的対策
32　学校正面玄関前の花の手入れは、何事もないようであるが、規律と生命への愛、それに美的感覚
を育てる。
33　学校間の連携、とくに異種校同士の情報連携や生徒指導関係の自主的研修の開催については、歴
史ある札幌市学校教護協会の活動（大正５年に発足した中学校と高等学校を中心とした非行対策
協議会）に注目すべきである。JST研究開発プログラム「子どもを犯罪から守るための多機関連
携モデルの提唱」の『第２次シンポジウム報告集』207p.　（平成24年３月15日、於：早稲田大学
国際会議場）。学校教育行政機関調査担当グループリーダー石堂常世報告の、p.５に説明が記載さ
れている。
